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争いの初めは堤よ り

洩れる水の如し
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光市医師会報

2月お日(火)午後7時泊分より医師会館

において下記議案により臨時総会が調催され

Tこο

※ 議 案

(1)休祝祭日の当蓄医制について (決議

事項)

(2)次期役目の辞退申出について(承認

官写I)

※出席者

ぶ委任状

混と議 ~'i存i議

休、k野、tiHll、中村(琢)、

渡辺、日底、ルI内山、河村、竹

中、近j革、田中、広園、小嶋、

守友、『ih橋、前回、松村、田尻、

福本、伊藤。

九器、中村(凶)、梅田、高畠、

中間、渡辺(幹)、田村(緑)、

(1)の議案について悩本懐事より在宅当.

J作|従仰J&び中央診僚所制jの種々の勤

務形態案についての検持経過、及び

悶m救み!災位協議会の現在までの協

議内下手について説明の後、林会長よ

り医~I，t報酬の改正、 殊に休日加算と

の喝析において日昨当醤炭の外、祝

祭日 においても吋番医制を行ふ事の

妥当性について提案理由乃;見明があ

った。

O質疑要望

(イ)吋吊阪の石遵吋、 従~員乃人件珪を

市より補助を行ふょう要靖すべきで

(1なL、か。

1974 

むS、't:>岳会主

(ロ)市民病院に二次収容病院としての確

約を求め常iζ病室碍?保を求めるべき

である。

佐河E宅医術jの中lζ医療ぶ故の保償責任

をr!JIζ要討すべきで;まないか。

0議長 以上により賛併を|山い全員異議な

く議決された。

(2)の議案については次期理事に選出され

た河内山市・氏が病気の埋由!とより辞任

屈を議長に按出された。此の件につい

て理事会において検討の村果、心緒疾

患の性質上砕任受詰もやむを得ないも

のと認め、後任として定款施行細則搭

18条!とよ り次点者である松市j頑太郎氏

を坤.事!ζ就任を求めるととに決定した。

以上の通り林会長より従業原由の高見明

があった。

O議長 質疑を求めた後賛否を闘い全員異

議なく承認された。

月間医師会行事

※2月12日(火)定例時炉会於医師会靖

午後 7.30 出席者休会長、太野、松村、

福本、河内山、松崎、、丸宥、渡辺、伊藤、

O論議F項 (1)理事の辞任市出について

12'来年変医師会首について (，3)休祝祭日の

休診吃ついて ，41休祝祭日の当番医につい

て 15'公'，lf，;)t.Jj+t (県)の協)]実施について

161医姉会納現組合の存続について

O~告事項 目昭伺49年度結核健診断予防
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接持の実胞について (2)県医師会役員候補

者の推せんについて (3)光市医師会役員の

改選氏名通知について (4)協栄生保徳山支

庇よりの申人れについて (5)適配委員会の

開催について (6)~府市医師会よりの申入

れについて (7)第17岡山口県広報大会の開

催について

※2月21H (木) 医学溝脳会於医師会館

午後7.30 

0出題公許に対する医師の姿勢及び大気

汚染と呼吸器疾患

0講師岡山大学医学部青山襲助教授授

。内容公害の定義、許容濃度、濃度規制

に対する解釈見解の外、疾病発生の疫学

的羽ffの重要性について述べ、モニタ一

方式による調査万法について講演されたう

※2月26臼(火)適正配置委員会於医師会

館午後7.初出席者:広田委員長、前回、

田尻、河村、也回、竹中、中村(琢〉 、守

友委員、大野担当理事。

0議題守友雅彦氏の医療機関開設の申出

の件について。

0議事 全日異議なく承認された。(準A

会員の会叶とそのィミ効胡限についての疑

義について意見があった)。

※2月26円(火) 臨時総会於医師会館

午愛8.ω 出席者:林、大野、亀田、中村

(琢)、渡辺、官恵、河内111、河村、竹中、

近藤、田中、広町、小嶋、守友、高橋、前

回、峰村、田民、福本、近藤、伊藤。

委任状提出者;丸岩、中村(回、 、梅田、

高問、中間、渡辺(幹)、田村(緑)。

0議題 (1)休祝祭口の当番医について

1974 

※3月12日〈火) 定例理事会午後 7.30

於医師会館

現役員、次期役員の合同理事会議が開催さ

れた。

0協議事項 (1)市役所との協議会開催につ

いて (2)次期役員の職務分担について (3) 

来年度予算の試算及び関聯事項。 (4)校医、

国民の変更布・虫について (5)公害調査の モ

ニター依頼の件について

0報告事項 (1)公'jf調査の実務について長

田理事の例会出席説明の件 (2)結核健康診

断について (3)准A会員の権利iζ関する解

釈 (4)適配委員会の答申について (5)弘中

和彦氏、井原広太郎氏の光市医師会入会に

ついて (6J下松市医師会、岩国市医師会の

次期役員について (7)休祝祭日当番医の編

成について {副長師納税組合の加入者につ

いて。

次期役員の会務分担
句、.句、.句、.司、.司、.句、.司、.司、.司、.司、.司、.司、.司、.句、.、、.司、

3月 12日の珂事会において下記の通り 決定

した。

会長林孝行会務全般、県医代議員、

出i長互助会支部長、互助

会問当館'Ji、都市医師連

現代表、税務対策委員、

医師国保純合会議員、

副会長船村町正保険相当、適配担当、

内科医部会長、県医予

備代議員、医療保険研

究委品、光市生喰嘱託

(2) 次期役員の辞退申出について

-2-

理事福本が雄住民保健担当、光市国

保協議会委員、結核予
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防法審査委員

理事伊藤慶二 会計担当

見事大野京二 広報担当、庶務担当

理事丸岩厳産業保健1B_当、麻薬対

策fli当、病院部会郡市

代表(私的)、労災指

定医部会代k

理事官恵析学校 保 健 担 当、学校医

部会長、学術担当

搾¥ 'Jc 刈橋健次 {~fr*lJ:及び互助担当、 連

動部会担当

搾ー :J王位前禎太郎医彼対策担当、勤務

i天部会郡市代表、病

院部会郡市代表(公

的)

1974 

適正配置委員会

2月26臼(火)午後 7時泊分より医師会館[ζ

おいて開併された。

0出席高 広川委員長、前回、旧民、亀田、

竹中、川村、qLH(ば)、守友各委員、

人JIHfl.吋.tlH・F。

0議題守友枇j苦l~の i反政機関開設の申出

について

0議事 k.野.PI¥'~より必要事項説明の後、

広lJl委il民主宰{ζより審議され林会

長{ζ答申された。

質疑事項として準A会員の会費の有

効性について質問があり、此の点を

明献にされるよう要望があった。

0結果 ?キftllζ1主き即，事会において検討の

科果民政略関1調設を承認され、会長

より凶ちに此の旨守友氏lζ通知された。

-3-

会員の異動
司h・・_.・h ・・九・凡・・~・~・.，....... .，.‘.' 

入会 2月20日

弘中 和彦先生(光市民病院外科)

井原広太郎先生(光rti民病院外科)

ゆ
ム一
A同 好

0<>・・+・・~・+・・+・・+・・+刊肘・+・・~

緑友会ゴルフ

(緑友会長杯争奪決定戦)

成 絞
2片17日

光 c.c

氏名 。1 G HD N 順位

山井 開 回 122 お 94 6 

篠山 73 日 136 36 100 9 

福本 66 白 131 36 95 7 

伊藤 58 51 109 %4 85 4 

亀岡 54 46 100 却 80 3 

富恵 50 52 102 24 78 

大野 42 51 93 14 79 2 

竹中 b5 倒 129 羽 100 8 

午前、午後を品じてえきくくずれなかった

富恵先生が優勝、令色の大カップを獲得さ

れた。

あとがき
今回の診政報酬改正!ま人それぞれに格是も

甚しく不満と批判もさまざまである。完全

に社会化された保険制度の下、しかも限定

された総医療貨の中であれ小細工をろうし

ても完全なものを期待できるはずがない。

芽を吹きて柳もつる h乙と多し

(虚子)


